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結
婚
し
た
い
、

子
ど
も
を
持

ち
た
い
と
い
う
希
望
を
叶
え

る
た
め
の
対
策
事
業
で
あ
り
、

今
後
も
役
場
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
と
町
民
と
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
事
業

を
進
め
て
い
く
。

　

令
和
２
年
度
は
、
男
子
図

第１回定例会
町政を問う！ 一般質問

ふ
る
さ
と
納
税  

業
務
委
託
の
考
え
方
は

状況に応じて支援策を講じる町長

商
工
業
者
等

に
対
す
る
経

済
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
の
支
援
策
も
注
視
し
な
が

ら
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金

の
融
資
の
活
用
な
ど
を
、
商

工
会
と
協
議
し
な
が
ら
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

　

予
防
対
策
に
お
い
て
は
、

チ
ラ
シ
の
配
布
や
防
災
無
線

の
放
送
な
ど
に
よ
り
町
民
へ

周
知
し
て
い
く
。

　

災
害
用
の
備
蓄
品
の
中
に

マ
ス
ク
や
消
毒
液
は
な
く
、

利
活
用
で
き
る
も
の
は
な
い
。

避
難
所
を
開
設
し
た
際
の
衛

生
対
策
は
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、

今
後
は
衛
生
用
品
等
の
備
蓄

も
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
発
生
に

伴
い
、
学
校
の
休
校
や
文
化

活
動
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
影
響
が
出
て
い
る
。

　

今
後
は
国
や
道
の
方
針
が

示
さ
れ
、
対
策
が
具
体
的
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

本
町
と
し
て
独
自
に
行
う
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
年
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
業
務
を
外

部
委
託
し
た
こ
と
に
よ
り
、

寄
附
額
の
飛
躍
的
な
伸
び
が

期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

の
段
階
に
お
い
て
は
微
増
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
業
務
委
託
に
お
け

る
考
え
方
を
伺
う
。

　

ま
た
、
委
託
業
者
と
監
督

問

町
長

問

鈴木 孝寿　議員

連
携
し
て
寄
附
金
増
加
を
目
指
す

町
長

本町独自の経済対策は

鑑
掲
載
者
の
フ
ォ
ロ
ー
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
を
中

心
に
進
め
、
令
和
３
年
度
に

男
子
図
鑑
の
発
行
を
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
住
宅
費
用
、
引
っ

越
し
費
用
等
を
助
成
す
る
結

婚
新
生
活
支
援
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
。

結
婚
少
子
化
対
策
事
業
の
今
後
は

結
婚
新
生
活
支
援
に
も
力
を
入
れ
る

町
長

新型コロナウイルス感染症

昨
年
度
よ
り

寄
附
額
は
増

加
し
て
い
る
が
、
新
年
度
に

お
い
て
も
委
託
業
者
と
協
力

し
な
が
ら
、
返
礼
品
の
拡
充

な
ど
の
努
力
を
継
続
し
、
さ

ら
に
返
礼
品
事
業
者
の
企
業

町
長

価
値
が
向
上
す
る
よ
う
、
お

互
い
に
連
携
し
な
が
ら
、
寄

附
額
の
増
加
を
目
指
す
。

職
員
の
公
務

員
倫
理
に
関

す
る
規
程
を
平
成
15
年
に
制

定
し
て
い
る
。
町
民
に
誤
解

の
な
い
よ
う
、
再
認
識
す
る

必
要
は
あ
る
。

新
年
度
を
含
め
３

年
目
を
迎
え
る
結

婚
少
子
化
対
策
事
業
の
今
後

の
進
め
方
を
伺
う
。

　

ま
た
、
男
子
図
鑑
掲
載
者

の
フ
ォ
ロ
ー
は
今
後
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
も
併

せ
て
伺
う
。

問

町
長

感染症対策に効果的な手洗い
方法や正しいマスクの付け方
が例示されているポスター

す
る
側
と
の
会
食
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

副
町
長
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町政を問う！ 一般質問

昨
年
12
月
末

に
北
海
道
教

育
庁
か
ら
、
教
職
員
の
勤
務

時
間
の
適
正
な
管
理
に
つ
い

子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
う
教
育
を
行
う
た

め
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
教
育

に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備

が
必
要
だ
が
、
教
職
員
の
超

勤
・
多
忙
化
は
い
ま
だ
に
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。　

　

平
成
30
年
３
月
、
北
海
道

教
育
委
員
会
は
教
員
の
時
間

外
勤
務
等
の
縮
減
に
向
け
、「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
北

海
道
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
市
町
村
立
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
支

援
を
行
う
と
し
た
。

　

部
活
動
や
少
年
団
指
導
、

小
学
校
の
英
語
教
育
・
道
徳

の
教
科
化
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
導
入
等
、
増
大
す

る
課
題
解
消
の
た
め
、
学
校

の
実
態
や
教
職
員
の
声
を
反

映
し
た
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
が
、
基
本
と
な
る
出
退

勤
の
勤
務
時
間
管
理
の
状
況

に
つ
い
て
現
状
を
伺
う
。

問

小中教職員の多忙化
解消に向けて努力を

学校と協力しながら、
業務改善を進めていく

教育長

川上　 均　議員

本
町
に
お
け
る
働
き

方
改
革
推
進
プ
ラ
ン

の
策
定
状
況
お
よ
び
部
活
動

の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
の

策
定
状
況
、
学
校
と
の
協
議
、

現
状
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

問 て
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
の
客

観
的
な
記
録
に
よ
り
把
握
す

る
よ
う
通
知
が
あ
っ
た
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
教
職
員

の
勤
務
時
間
の
把
握
を
行
い
、

働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
く
。

教
育
長

「
清
水
町
立

学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」

は
平
成
30
年
10
月
に
、「
清

水
町
の
部
活
動
の
在
り
方
に

関
す
る
方
針
」
は
令
和
元
年

９
月
に
策
定
し
た
。

　

策
定
に
お
い
て
は
、
各
学

校
に
素
案
を
示
し
、
意
見
を

い
た
だ
い
て
策
定
し
た
。

　

現
状
の
課
題
に
つ
い
て
、

勤
務
時
間
が
増
加
す
る
要
因

に
は
、
総
授
業
時
数
の
増
加

に
加
え
、
生
徒
指
導
・
行
事

準
備
・
部
活
動
・
渉
外
対
応
・

研
修
等
、
そ
の
業
務
が
多
岐

に
わ
た
る
点
に
あ
る
。

教
育
長令

和
２
年
度
の
教
育

行
政
執
行
方
針
に「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

　

併
せ
て
、
教
職
員
の
超
過

勤
務
・
多
忙
化
を
少
し
で
も

解
消
す
る
た
め
に
も
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
は
今
後
ま
す
ま
す

重
要
と
な
る
が
、
考
え
を
伺

う
。 問

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構

想
」
と
は
、
教
育
に
お
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
基
盤
と
し
た
先
端

技
術
等
の
効
果
的
な
活
用
が

求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
現
在

の
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

は
遅
れ
て
お
り
、
自
治
体
間

格
差
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

全
国
一
律
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
、

高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
前
提
に
、
児
童
生

徒
１
人
１
台
端
末
の
整
備
を

す
る
も
の
。

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、

小
学
校
５
・
６
年
生
に
１
人

１
台
端
末
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
、
詳
細

が
確
定
次
第
、
補
正
予
算
で

対
応
す
る
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
超
過
勤

務
・
多
忙
化
を
解
消
す
る
た

め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
「
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
も
含
め

て
検
討
す
る
。

教
育
長

町内小中学校に導入されたタイムレコーダー


